
令和 2 年度 納期・納期限・口座振替日一覧表
町税

後期高齢者
医療保険料

（普通徴収）
上下水道

料金
公共下水道
事業受益者

負担金
保育料 納期限

口座振替町県民税
（普通徴収）

固定資産
税

軽自動車
税

国民健康
保険税

（普通徴収）

4
月 1 期 1 期

（2 ～ 3 月分） 4 月分 4/30 ㈭

5
月 全期 1 期

（暫定） 5 月分 6/1 ㈪

6
月 1 期 2 期

（4 ～ 5 月分） 6 月分 6/30 ㈫

7
月 2 期 2 期 1 期 7 月分 7/31 ㈮

8
月 2 期 3 期 2 期 3 期

（6 ～ 7 月分） 1 期 8 月分 8/31 ㈪

9
月 4 期 3 期 9 月分 9/30 ㈬

10
月 3 期 5 期 4 期 4 期

（8 ～ 9 月分） 2 期 10 月分 11/2 ㈪

11
月 6 期 5 期 11 月分 11/30 ㈪

12
月 3 期 7 期 6 期 5 期

（10～11月分） 3 期 12 月分 12/28 ㈪

1
月 4 期 8 期 7 期 1 月分 2/1 ㈪

2
月 4 期 9 期 8 期 6 期

（12～1月分） 4 期 2 月分 3/1 ㈪

3
月 9 期 3 月分 3/31 ㈬

※上表の納期以外に、前年度以前にさかのぼって課税される税（過年度分）があります。
※ 口座振替をご利用の場合、口座振替日の前日（営業日）までに、所定の金額を口座にご準備ください。当日の入金では振

替できません。
※口座振替は各期（各月）に 1 回です。再振替は行っておりません。
※ 振替日に振替できなかった場合、後日郵送する「口座振替不能通知書兼領収書」（納付書）により、金融機関の窓口で納付

してください。
※ 新たに口座振替を希望する場合、「口座振替依頼書」と預金通帳、印鑑（通帳登録印）を持って、依頼する金融機関へお越

しください。「口座振替依頼書」は町内の金融機関、役場税務課にあります。金融機関へ依頼した日の属する月の翌月から
口座振替となります。

※ 口座振替を利用できる金融機関は次のとおりです。 
㈱福岡銀行、福岡八女農業協同組合、筑後信用金庫、㈱ゆうちょ銀行（郵便局）、㈱筑邦銀行、㈱西日本シティ銀行

問 （町税）税務課納税係 ☎ 0943-32-1114、（後期高齢者医療保険料）住民課国保・年金係 ☎ 0943-32-1112、 
（上下水道料金・公共下水道事業受益者負担金）環境衛生課上下水道係 ☎ 0943-32-1138、（保育料）福祉課子育て支援係 
☎ 0943-32-1113

納期限・口座振替日までに納付を！
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令
和
2
年
度
の
町
政
運
営
に
つ

い
て
、「
広
川
町
第
4
次
総
合
計

画
」
に
掲
げ
る
6
つ
の
基
本
施
策

に
沿
っ
て
説
明
し
ま
す
。

1 

出
会
い
と
語
ら
い
の
あ
る
ま
ち

・ 

今
年
度
が
最
終
年
度
と
な
る「
第

1
期
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進

事
業
」
の
総
括
と
、
第
2
期
に

向
け
た
地
域
づ
く
り
計
画
の
策

定
を
支
援
す
る

・ 

あ
ら
ゆ
る
差
別
を
解
消
す
る
た

め
、
人
権
教
育
・
啓
発
を
進
め

る
。
各
種
団
体
と
の
連
携
を
強

め
、
人
権
感
覚
が
生
き
づ
く
地

域
社
会
を
つ
く
る

・ 

男
女
が
互
い
に
人
権
を
尊
重
し
、

自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
社
会
の

実
現
に
向
け
、
意
識
づ
く
り
や

環
境
づ
く
り
を
進
め
る

・ 

国
際
理
解
教
育
・
国
際
交
流
を

進
め
、
本
町
と
海
外
を
つ
な
ぐ

人
材
を
育
成
す
る

・ 

住
民
自
治
の
確
立
や
地
域
の

課
題
解
決
の
た
め
、
行
政
区

や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
、

N
P
O
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、

企
業
な
ど
と
連
携
し
、
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

・ 

関
係
人
口
拡
大
と
移
住
定
住
・

労
働
力
の
確
保
の
た
め
、
情
報

発
信
を
強
め
る

2 

人
と
人
と
が
支
え
合
う
ま
ち

・ 

健
康
寿
命
を
伸
ば
す
た
め
「
運

動
ジ
ム
事
業
」
を
拡
大
す
る

・ 

高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予

防
を
一
体
的
に
取
り
組
む

・ 

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
、

包
括
的
な
支
援
体
制
を
整
備
す

る
・ 

住
民
主
体
の
地
域
通
い
の
場
を

つ
く
り
、
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ

ー
の
育
成
や
実
践
的
な
介
護
予

防
活
動
に
取
り
組
む

・ 

障
が
い
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
、
障
が
い
者
の

日
常
生
活
を
支
援
す
る

・ 

国
民
健
康
保
険
事
業
を
適
正
に

運
営
す
る
た
め
、
国
保
税
の
県

内
均
一
化
を
見
据
え
な
が
ら
、

資
産
割
な
ど
の
保
険
税
率
改
正

に
取
り
組
む

・ 
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
を
設
置
し
、
妊
娠
期
～
子
育

て
期
の
切
れ
目
な
い
支
援
を
提

供
す
る
。
0
歳
児
～
2
歳
児
の

保
育
料
を
軽
減
し
、
保
護
者
負

担
を
減
ら
す

3
人
が
育
つ
、人
を
育
て
る
ま
ち

・ 

本
町
の
教
育
基
本
目
標
で
あ
る

「
志
を
も
ち
、
生
き
る
力
を
身

に
つ
け
、
た
く
ま
し
く
生
き
る

子
ど
も
を
育
て
る
学
校
教
育
」

を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
小
・
中

学
校
が
連
携
し
、
新
学
習
指
導

要
領
に
沿
っ
た
教
育
を
進
め

る
。
児
童
生
徒
の
学
力
・
体
力

を
向
上
さ
せ
る

・ 

家
庭
に
お
け
る
親
子
の
読
書
習

慣
の
育
成
や
、
幼
児
期
か
ら
絵

本
に
親
し
む
環
境
づ
く
り
を
進

め
る

・ 

学
校
施
設
長
寿
命
化
計
画
を
定

め
、
中
長
期
的
な
学
校
施
設

の
機
能
・
性
能
を
確
保
す
る
。

I
C
T
教
育
充
実
の
た
め
、
国

が
推
奨
す
る
「
G
I
G
A
（
ギ

ガ
）
ス
ク
ー
ル
構
想
」
に
向
け

た
高
速
大
容
量
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
環
境
を
整
備
す
る

・ 

地
域
住
民
や
町
内
企
業
、
近
隣

の
大
学
と
連
携
し
、
地
域
の
魅

力
や
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
、
ふ

る
さ
と
に
誇
り
を
も
つ
子
ど
も

を
育
成
す
る

・ 

公
民
館
の
施
設
補
助
を
拡
充
し
、

幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
く

参
加
す
る
生
涯
学
習
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
行
う

4  

人
が
集
ま
り
、働
き
、賑
わ
う

ま
ち

・ 
農
業
振
興
と
し
て
、
認
定
農
業

者
の
育
成
と
組
織
の
強
化
、
新

規
就
農
者
の
指
導
育
成
を
図

る
。
農
産
物
の
「
ひ
ろ
か
わ
ブ

ラ
ン
ド
」
確
立
に
向
け
た
販
路

拡
大
や
、
農
産
物
P
R
な
ど
に

取
り
組
む

・ 

地
域
産
木
材
の
利
用
促
進
、
森

林
保
全
・
育
成
を
進
め
、
森
林

の
多
面
的
機
能
の
持
続
的
発
揮

に
向
け
た
森
づ
く
り
を
行
う

・ 

久
留
米
絣
を
最
大
限
に
活
か
し
、

繊
維
産
業
に
関
心
を
も
つ
人
を

増
や
す
。
大
学
と
連
携
し
、
久

留
米
絣
の
課
題
解
決
、
繊
維
産

地
と
し
て
の
強
化
を
図
る

・ 

県
営
事
業
前
川
原
井
堰
整
備
事

業
と
、
農
村
環
境
整
備
事
業
を

活
用
し
た
農
業
生
産
の
基
盤
と

な
る
施
設
を
整
備
す
る

・ 

工
業
・
地
場
産
業
の
振
興
と
し

て
、
新
規
創
業
者
、
商
工
業
者

の
第
二
創
業
、
新
事
業
展
開
な

ど
を
支
援
し
、
地
域
経
済
の
活

性
化
と
雇
用
の
確
保
を
目
指
す

・ 

将
来
の
雇
用
拡
大
の
た
め
、
産
業

団
地
整
備
構
想
づ
く
り
を
行
う

・ 「
ま
ち
子
の
お
や
つ
」
を
中
心

に
町
内
の
観
光
所
・
施
設
を
つ

な
ぎ
、
魅
力
あ
る
観
光
地
と
し

て
情
報
を
発
信
す
る

5 

安
全
・
安
心
で
や
す
ら
ぐ
ま
ち

・ 

さ
ま
ざ
ま
な
自
然
災
害
に
備
え

施政方針
－第１回定例会あいさつ－

町長が町政運営の基本的な考え方や主要な取り組みなどを説明
する「施政方針」を、町議会 3 月定例会で表明しました。

（全文は町ホームページに掲載） 広川町長　渡邉元喜
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る
た
め
、
自
主
防
災
組
織
の
訓

練
の
充
実
、
防
災
情
報
の
発
信

強
化
、
消
防
団
員
の
確
保
・
消

防
技
術
向
上
に
努
め
る

・ 

た
め
池
の
安
全
性
を
調
査
し
、

周
辺
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成

す
る
。
非
常
時
の
避
難
行
動
を

周
知
す
る

・ 

道
路
の
危
険
箇
所
の
改
善
や
歩

行
空
間
の
確
保
、
災
害
時
の
緊

急
車
両
へ
の
対
応
に
配
慮
し
た

安
全
で
快
適
な
道
づ
く
り
を
行

う
。
道
路
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
対

策
と
し
て
、
橋
梁
・
道
路
を
点

検
し
、
計
画
的
に
修
繕
す
る

・ 

空
き
家
な
ど
の
実
態
把
握
を
進

め
、
所
有
者
へ
の
指
導
・
助
言
・

勧
告
な
ど
で
適
正
管
理
に
努
め

る
。
住
宅
の
耐
震
化
、
危
険
な

老
朽
家
屋
除
去
な
ど
で
安
全
安

心
の
確
保
と
住
環
境
の
改
善
を

図
る

・ 

町
の
最
重
点
課
題
と
し
て
国
へ

の
要
望
活
動
を
進
め
て
き
た
国

道
3
号
広
川
ー
八
女
整
備
計
画

の
早
期
実
現
を
図
る

・ 

主
要
地
方
道
の
歩
道
設
置
・
交

差
点
改
良
を
関
係
機
関
へ
要
請

し
、
早
期
完
成
を
目
指
す
。
未

着
手
区
間
へ
の
要
望
を
努
め
る

・ 
本
町
と
都
市
部
と
の
ア
ク
セ
ス

を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
高
速
バ

ス
の
利
便
性
を
高
め
る
施
策
を

研
究
す
る

6 

自
然
と
共
生
す
る
快
適
な
ま
ち

・ 

下
水
道
事
業
は
、
第
3
次
認
可

区
域
（
吉
常
・
長
延
・
太
原
・

吉
里
）の
面
整
備
を
完
成
さ
せ
、

令
和
3
年
度
か
ら
の
第
4
次
事

業
計
画
区
域
を
決
定
す
る

・ 

上
水
道
事
業
は
、
安
全
な
水
を

安
定
し
て
供
給
す
る
た
め
に
、

配
水
管
の
更
新
工
事
、
ル
ー
プ

化
な
ど
、
水
道
施
設
を
計
画
的

に
整
備
す
る

・ 

ご
み
問
題
の
積
極
的
な
広
報
・

啓
発
活
動
や
生
ご
み
堆
肥
化
の

取
り
組
み
、下
水
道
へ
の
接
続
、

合
併
浄
化
槽
設
置
を
進
め
る
。

河
川
の
水
質
監
視
に
努
め
、
水

質
汚
染
を
防
止
す
る

・ 

八
女
中
部
衛
生
セ
ン
タ
ー
の
竣

工
に
伴
い
、
学
校
給
食
残ざ

ん
さ渣

処

理
体
制
を
確
立
す
る

・ 

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
が
利

用
す
る
地
域
公
園
整
備
の
支
援

を
継
続
す
る
。
新
設
す
る
「
ま

ち
子
の
お
に
わ
」
を
拠
点
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
連
携
し
、

安
心
し
て
子
ど
も
が
遊
べ
る
環

境
づ
く
り
を
行
う

　

最
後
に
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
と
効
率
的
な
行
財
政
運
営
に
つ

い
て
説
明
し
ま
す
。

・ 

職
員
研
修
や
法
令
遵
守
・
服
務

規
律
の
さ
ら
な
る
確
保
に
努

め
、
職
員
一
人
ひ
と
り
の
資
質

を
底
上
げ
す
る
。
持
続
可
能
な

行
財
政
運
営
の
た
め
、
事
業
の

評
価
と
財
政
計
画
を
見
直
す

・ 

公
正
・
適
正
な
課
税
と
収
納
に

向
け
、課
税
対
象
の
把
握
強
化
、

収
納
率
の
向
上
、
国
・
県
の
補

助
金
確
保
な
ど
に
努
め
、
町
財

政
の
健
全
な
運
営
を
図
る

・ 

新
庁
舎
建
設
の
事
業
費
・
財
源

な
ど
を
十
分
に
検
証
し
、調
査・

設
計
業
務
、
既
存
施
設
の
解
体

を
進
め
、
令
和
2
年
中
の
工
事

着
工
を
目
指
す

・ 

令
和
2
年
度
が
最
終
年
度
と
な

る「
広
川
町
第
4
次
総
合
計
画
」

に
つ
い
て
、
基
本
構
想
を
踏
襲

し
た
改
訂
版
（
令
和
3
年
度
か

ら
3
か
年
延
長
し
た
計
画
）
を

策
定
す
る

　

今
後
、
第
4
次
総
合
計
画
に
掲

げ
る
基
本
理
念
・
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

の
実
現
に
向
け
、
全
力
で
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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